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Ｉ上Ｊに１座=ユエ畠Ｚ′j、里予Ｅ日Ｆ言５妻亭写全ネざＺＥｃＤ手合垂套
あわやかつすけ

◎ネ刀ｲｰﾋｵ交圭三三＝喜雇屋量寺舌車甫（如不及堂の開祖）
山陽小野田市（厚狭郡郡村）東下津出身（１８６４～１９３７）７３歳
菩提寺は、山陽小野田市西下津洞玄寺墓所内に墓がある。

○明治１７年（１８８４）４月、山陽小野田市（厚狭郡郡村）東下津に「如不及堂」私塾を創設。
○明治２６年（１８９３）４月、「有為学会」と名称を変更する。
○明治２７年（１８９４）４月、「興成義塾」と名称を変更する。
○明治３６年（１９０３）４月、「長門興風学校」と名称を変更し、山陽小野田市棉山に移
転した。（現在地）

○明治３９年（１９０６）４月、「私立興風中学校」と名称を変更する。
○昭和１６年（１９４１）４月、「小野田市立中学校」と名称を変更する。
○昭和１９年（１９４４）４月、「山口県立小野田女子商業学校」を開校する。（中川校舎）
○昭和１９年（１９４４）９月、「山口県立小野田中学校」と名称を変更する。
○昭和２１年（１９４６）４月、「山口県立小野田高等女学校」と名称を変更する。（中川校舎）
○昭和２３年（１９４８）４月、「山口県立小野田女子高等学校」と名称を変更する。（中川校舎）
○昭和２４年（１９４９）５月、「山口県立小野田女子高等学校」を統合して、「山口県立小野田

明治３９年（１９０６）４月、
昭和１６年（１９４１）４月、
昭和１９年（１９４４）４月、
昭和１９年（１９４４）９月、
昭和２１年（１９４６）４月、
昭和２３年（１９４８）４月、
昭和２４年（１９４９）５月、
高等学校」として発足する。

｢如不及堂」 ｢有為学会」

明治１７年～ 明治 ２６年～

:｢私立興風中学校」

明治３９年～

「私立興風中学校」

昭和１６．４．１１小野田市へ移管

｢小野田市立興風中学校」

昭和１９．９．１１山口県へ移管

｢小野田市立興風中学校」

昭和２３．４．１１改称

｢山口県立小野田高等学校」

｢興成義塾」 ｢長門興風学校」

明治２７年～ 明治３６年～

昭 和 １ ９ ． ４ ． １ 開 校

「山口県立小野田女子商業学校」

ii流万=~五一五Tﾏーーー

｢山口県立小野田高等女学校」

昭和２３．４．１１改称

｢山口県立小野田女子高等学校」

昭和２４．４ ． １ １ 統 合

｢山口県立小野田高等学校」

１



女ロ ブＦ Ｚ受こ 堂室 α＞ 至芝 遅菱

1．「如不及堂」は、小野田高等学校の前身で、初代校長粟屋活輔が明治十七年（１８８４）
厚狭郡郡村（旧山陽町）東下津の自宅の書斎「如不及堂」で私塾を開いた。
建家は三階建で、柱は四寸五分角（約１５ｃｍ角）であった。

2．明治三十六年（１９０３）以降、「如不及堂」は、厚狭郡厚西村（旧山陽町）鳥越二区の
長谷川岩太郎先生が購入して、自宅の前に移転して、書斎として使用された。

S・昭和二十九年（１９５４）に、「如不及堂」は、厚狭郡厚狭町渡場の清水藤人さんが、
お店を新築される時に、「如不及堂」の柱を使用されて建設された。（現存）

女ロ ー不Ｚ受巴堂堂ＣＤ 唇冒黍且
あわやかつすけ
勇逗屋言寺琶；車甫（１８６８～１９３'7）

如不及堂は現在の山口県立小野田高等学校の前身である。創立者・粟屋活輔は、元治元年
（１８６４）に厚狭郡郡村（旧山陽町）東下津で生れた。父・粟屋行蔵は、厚狭毛利氏の

側医、母は朝陽館学頭市川玄白の娘であった。活輔は幼少のころ、厚狭毛利家第十二代英之
輔の遊び相手を勤め、後の船木女児小学校長・毛利勅子の愛顧を受け、その教育的情熱に深
く感化された。厚狭の郷校・協興学舎、三田尻の華浦医学校を経て上京、ドイツ語を学び、
明治十四年に東京大学医学部予科に入学した。
十七年、病気休学して帰郷中に、頼まれて自宅の書斎「如不及堂」で私塾を開いた。時に

二十一歳であった。その後、私塾は有為学会、興成義塾と改名した。山口県認可の中学校三
年課程であった。三十六年、開通直後の山陽鉄道小野田駅に近い高千帆村柿山（現在の校地）
に移転し、長門興風学校と改称。ついで三十九年、中学校令による五年制の私立興風中学校
となった。初代校長は引続き粟屋活輔、財団法人の初代理事長には高千帆村長・目雅輔が就
任した。
四十四年三月、学校の経営に行き詰まり多くの借財を残して辞任し、門司・東京・大阪と

教師を続け、福山市盈進商業学校教頭を最後に教育界を引退した。時に六十四歳。晩年は嫡
子謹一の開業した伊佐町の医院で静かに余生を送り、昭和十二年（１９３７）七月没した。

ネ交套蓬『二おもた室力＞』ロヮＥ富ラ権
明治３０年（１８９７）毛利公爵家より教育奨励の趣旨で金４００円と、毛利氏支藩、厚狭
四本松毛利英之輔氏より防長精神の実現を期し「葎潟」の紋章を染めぬいた校旗が寄贈され
た。このことは同時に、これを興成義塾（明治２７年～明治３６年）の紋章として使用する
ことを許したものである。その後明治３９年（１９０６）１２月３日、旧校旗にかわって新
たに立おもだかの紋章をそのまま、縫取り刺繍、校章として新調、当日校旗制定式を挙行、
同窓のシンボルとなった。

ｵ交玉雲希恵基畠日寺ｲJ上（倖荊交弔圭子）『量おもプご力＞』ｃＤＥｔヨヨ電
県立になった翌年の明治３６年６月から徽章を胸につけた。平福百穂画伯の考案になり、
初代校長毛利勅子に因み、毛利家紋章「淫潟」の廓に「徳」の字を花に咲かせたもの。
この銀色のメダルには生徒達は大きな誇を感じたものであった。

乏乙

９



｢女ロブＦＺ及堂室」ｃっ至茎三云豊

懸輸蕊舗蕊

側洲Ｉ剛不;及堂」会場と粟屋活輔先生のと
明治２６年｡厚西村郡東下津粟犀家

ヨＩ加不及堂W仙鍾

零噸窯窪鯛謹I凝撫蒲 手厚狭町:那鳥i誠

ヨ「如不及堂ｌの跡制

場小野田市鳥越二区長桑
Ｃ一、

総t蕊繋
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初 代「如不及堂」の跡地

平成２２年山陽小野田市東下津池田家
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